
CELF技術勉強会
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ポイント

① 最初にパラメーター類はクリアする。予期せぬ値が入っていた場合の未定義の挙
動を回避するため。このような処理は今後のアクションでも登場する。

② 契約の一覧を表示させるため、「検索」アクションを実行する。こちらは、後ほど作成
する。

（パラメータなしで検索をすると全検索が実行されるため、一覧表示で使用してい
る）
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ポイント

① 変数「現ページ」とは、ページングにおける現在の位置を表す。初期値は１。

② 「データ取得」アクションはデータベースから値を取得するアクションであり、後ほど
作成する。

「データ取得」アクションと「検索」アクションが別アクションとなっているのは、データ
取得前に実施したい処理を変えられるようにするため。「データ取得」アクションは
「検索」アクション以外でも登場する。
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ポイント

① データ取得を行う前に、契約開始日が日付の形式で入力されているか「検索条件
チェック」アクションでチェックする。このアクションは後ほど作成する。

② エラーがあった場合は、エラーメッセージがセットされ、その時点でアクションを終了
する。それを通過した場合、データ取得に入っていく。

③ データ取得をする前に、既存の契約一覧の表示はクリアしておく。
④ SQL文を実行しているが、CELFのテーブル操作アクションでも実装は可能。（本講座
ではアクションの紹介のため使用）
件数を取得する必要があるのは、1ページあたりの表示件数が決まっているため、
そこからページ数を算出するときに使う。
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ポイント

⑤ 2ページ目以降、前ページに戻るボタンを表示させる必要がある。このアプリでは、
変数エリアに定義してあるボタンをコピーして、該当箇所に張り付けることでボタン
を表示している。下の処理も同様である。

⑥ 変数「状態検索」とは、“契約中”、“契約手続き中”、“解約”のいずれにチェックが
入っているか確認するためのセルである。検索する際のチェックボックスにチェック
が入っていると、該当の文字列が入る。

⑦ 実際にデータを取得する際、表示させるページによって、取得開始する行数は異な
る。それを表すのが変数「取得行数」であり、取得行数から、1ページあたりに表示
できる件数分データを取得したものが、表示させるページのデータの一覧になる。
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⑧ 変数「表示件数」は実際に一覧に表示されている件数である。
⑨ チェックボックスを表示件数分B列に表示するための処理であり、後ほど作成する
「選択行の判別」アクションにて使用する。
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ポイント

① 変数「エラーメッセージ」の値をクリアする。エラーメッセージを変数として用意してい
る理由として、アプリの実行中、複数のエラーが発生した場合にそれらのエラーを
格納しておくことによって複数エラーを表示させることができる。例えば、このアク
ションにおいても、「契約開始日from」と「契約開始日to」の両方にエラーがあった場
合に、その両方のエラーを表示できる。

② 日付の形式であるかをチェックする。日付の形式でない場合はエラーメッセージに
その内容を追加する。
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ポイント

① 変数「最大ページ数」というのは、全データ件数と1ページ内データ件数から算出し
た、ページング表示の最後のページ番号である。現ページがこの値よりも小さい場
合は次ページボタンを表示する必要がある。

② 次へボタンを押下する度、変数「現ページ」を進ませ、最終的に変数「最大ページ
数」より大きくはならないようにする。
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ポイント

① 選択された行の行番号が入る、変数「選択行番号」の値をクリアしておく。
② 2行以上選択がされていないかをチェックをする。ここで2行以上選択されていた場
合、アクションを終了する前に変数「選択行番号」の値をクリアする。

クリアしておくことで前回の情報が残ることを防ぎ、そして現在選択されていないこ
とを明確にするためにこのような処理を記載する。

③ このIF文を通過した場合、変数「選択行番号」にチェックされた行番号がセットされる。
ここでセットされた「選択行番号」は“詳細”、“コピー新規”、“削除”といった、選択し
たデータに対して処理を行うアクションセットで使用される。

④ 選択がなかった場合に契約情報が特定できないためエラーとする。

12



Copyright © SCSK Corporation

•

•

•

ポイント

① 先ほど作成した「選択行の判別」アクションで、チェックされた行番号を変数「選択行
番号」にセットする。

② 変数「選択行番号」が指す、変数「契約管理番号」の値をパラメータとして登録画面
を開く。
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ポイント

① 変数「契約管理番号」が空白、つまり新規登録の場合、まずはヘッダー項目をすべ
てクリア、変数「契約状態」に空白をセットする。

② 変数「明細入力許可」の入力を許可する。「明細入力許可」を変数にしているのは、
入力許可を動的に変えることで、明細を上からに順にしか記入できない仕様として
いる。

③ 変数「契約管理番号」が空白でない、つまり、さきほど作成した「一覧画面」シートの
詳細ボタンを押下して遷移してきた場合、「再表示」アクションを用いて契約情報を
再表示する。「再表示」アクションは作成済みである。

④ 変数「コピー新規」が空白でない、つまり、一覧画面で複写ボタンが押された場合、
その契約を再表示した上で、新たな契約として契約管理番号をクリアする。
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① 後ほど作成する「採番管理」アクションを実行すると、変数「契約管理番号」に発番
された番号がセットされる。基本的には「採番管理」が実行されると番号がセットさ
れるが、テーブルに該当する採番情報などがない場合は空白になる可能性もある
ため、採番ができなかった場合の処理を記入する。

② 変数「明細開始行」はシート上の明細表の開始行番号を示しており、このアプリで
は固定値（19）となっている。
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③ データがテーブルに登録されるため、データを削除できる処理を実施できるように
ボタンを配置する。

④ 変数「ヘッダー判定」には、ヘッダー部の値に更新があるかどうか、セルへの入力
値と退避された値と比較する式が設定されている。

⑤ 変数「見積ヘッダーID」は、「再表示」アクション内のヘッダー部取得処理で設定され
ており、同じヘッダーIDであれば更新する。

⑥ 変数「現登録数」は、表示中のデータに対し、現在テーブルに登録されている明細
の数を表す。明細の表示状況から計算している。
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⑦ 変数「追加登録数」は、実際の登録処理回数から現登録数を引いた差分を表して
いる。

⑧ 最後に、最新情報と同期するためリフレッシュする。
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① 該当する採番管理情報が存在せず、採番管理IDを取得できない場合があるため、
エラーを表示させる。

② 採番の一部で使う連番の処理を行う。ここに排他制御を加えることで、複数ユー
ザーによる同一連番取得を防ぐ。

③ 新規登録連番には、現在の連番の最新番号の次の番号が割り振られてる。
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④ 変数「払出番号」には、この処理の結果新規に作成された契約管理番号セットされ
ており、その番号を実際の変数「契約管理番号」にセットする。
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① ダイアログメッセージ表示後のボタンの結果は”ok”もしくは”cancel”がセットされる。
② 指定の管理番号に紐づく関連データを全削除する。
③ 処理をする前に変数をクリアする。
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④ 削除する契約情報に関連する添付ファイルを検索し、変数エリアにセットする。
⑤ ファイル削除のループ回数の処理で使うため、その数を取得する。
⑥ 「データ取得」アクションを実行し、リフレッシュを行う。

24



Copyright © SCSK Corporation

25



Copyright © SCSK Corporation

26



Copyright © SCSK Corporation

•

•

•

ポイント

① 表示する範囲を先にクリアするが、今回はその範囲があらかじめ定義されており、
変数「表示クリア」の値を用いてクリアする。

② 契約管理番号に一致するファイルIDを取得する。
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① 変数「契約管理番号」が空白のとき、エラーが表示されるようにする。運用中、基本
的に「契約管理番号」が空白の状態で「アップロード」アクションが実行されることは
ないが、実装の段階でミスがあった場合のため用意している。

② アクティブウィンドウ以外は操作させないようにしているのは2つの目的がある。
1. アップロード作業中に他のファイルに触れないようにする
2. 際限なくダイアログが上がるのを防ぐ
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① ファイル選択を複数回行った場合に前の情報が残っている可能性があるため、変
数「ファイルパス」はクリアする。

② 変数「ファイル名」には、ファイルパスからファイル名をのみを抽出する計算式がセ
ルの中にセットされており、そのファイル名がセットされる。

ポイント（アップロード）

① ここでも、変数「契約管理番号」が空白かチェックすることで、実装ミスを防ぎ、処理
を行う上での前提条件を明確にすることで不正なデータの登録を防ぐ。
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② 変数「ファイル名」が空白、つまり、ファイルを選択していない状態でアップロードボ
タンが押された場合のエラーを記述している。
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① 集計は各月ごとに行うため、どの月の契約か判断するため、ここでは契約開始日
がキーとなる。

② 集計は年度単位で行われる。そのため、集計前に該当する年度だけに絞り込んで
おく。
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